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1５ 
コウルリッジがゲッティソゲソに滞在していたころ、この町を中心として文学活動をするグループがあり、そこ
には、シュトルペルク家の兄弟がいた。兄はクリスティァソ、弟はフリードリッヒ・レオポルトといった。シュト
ルペルク家は古くから伯爵の家柄であって、この地方では名家であった。
コウルリッジはおそらくゲッティンゲソに来て、このシュトルペルク伯爵家の兄弟のことを知ったのであろう。
この兄弟は共に詩人であり、この地方ではよく知られていた。伯爵家であったから、社交界には顔が広く、多数の
名士とも交流があった。ゲヅティンゲン大学は、ヨーロヅ．〈でも有名な大学であったから、この地方の者にとって
は、その存在が一種の誇りであったので、ここの大学の教授たちも、シュトルペルク伯爵家とは交流があったこと
であろう。コウルリッジはゲヅティソゲソへ来てから、』」のシュトルペルク兄弟にたいへん関心をもったようであ
コウルリッジは、ゲッティソゲソ大学において、文学だけでなく多方面にわたる勉強をしていたけれど、『杼情
民謡集』を出版する直前にドイツへ渡っていたので、詩については一層の関心があった。そこで、ゲッティソゲン
では、授業の合間に図書館に通っていろいろな詩人たちの作品を読んだり、文献を調べたりしていたようである。
る。 コウルリッジとドイツ文学（六）
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1６ 
シ
ュ
ト
ル
ム
・
ウ
ン
ト
・
ド
ラ
ン
グ
の
波
が
、
ハ
ー
マ
ン
や
へ
ル
ダ
ー
な
ど
か
ら
発
生
し
て
か
ら
、
ゲ
ー
テ
と
ク
リ
ン
ガ
ー
が
シ
ユ
ト
ラ
ス
プ
ル
ク
で
出
会
っ
て
こ
の
地
に
大
き
な
渦
と
な
り
、
そ
れ
が
ゲ
ー
テ
と
共
に
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
へ
移
り
、
こ
こ
で
大
き
な
波
動
と
な
っ
て
各
地
へ
伝
わ
っ
て
い
っ
た
。
シ
ラ
ー
の
出
現
に
よ
り
シ
ュ
ヴ
ァ
ー
ベ
ン
地
方
も
ま
た
、
シ
ュ
ト
ル
ム
・
ウ
ン
ト
・
ド
ヲ
ン
グ
の
渦
の
中
心
と
な
っ
て
い
っ
た
。
こ
う
し
て
、
シ
ュ
ト
ル
ム
・
ウ
ソ
ト
・
ド
ラ
ン
グ
の
運
動
は
、
ド
イ
ツ
の
南
西
部
で
発
展
し
て
い
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
ゲ
ッ
テ
ィ
ン
ゲ
ン
で
は
、
別
種
の
文
学
運
動
が
起
こ
っ
て
い
た
。
こ
れ
は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
、
シ
ュ
ト
ル
ム
・
ウ
ソ
ト
・
ド
ラ
ン
グ
ほ
ど
の
激
し
さ
は
な
く
、
ゲ
ヅ
テ
ィ
ン
ゲ
ソ
の
地
域
的
社
会
と
深
い
関
わ
り
を
も
つ
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
運
動
は
ゲ
ッ
テ
ィ
ン
ゲ
ン
大
学
を
中
心
と
し
て
起
こ
っ
て
き
た
も
の
で
あ
っ
て
、
自
由
を
尊
び
友
情
を
飯
ん
じ
、
自
然
の
美
し
さを賛えてゲルマンのこの地を愛するものであった。ここに集った文学者たちは、クロプシュトックの杼惰性を賛
古
い
詩
に
興
味
を
惹
か
れ
、
ミ
ン
ネ
・
ザ
ン
ク
を
読
ん
だ
り
、
股
古
の
宗
教
詩
を
読
ん
だ
り
し
て
い
た
。
ま
た
ハ
ソ
ス
・
ザ
ッ
ク
ス
の
作
品
も
読
ん
で
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
一
方
で
新
し
い
も
の
に
も
関
心
を
も
ち
、
当
時
こ
の
地
方
で
も
て
は
や
さ
れ
て
い
た
シ
ュ
ト
ル
ベ
ル
ク
兄
弟
の
詩
に
も
注
目
し
た
の
で
あ
る
。
コ
ウ
ル
リ
ッ
ジ
は
、
兄
の
ク
リ
ス
テ
ィ
ァ
ン
よ
り
も
弟
の
フ
リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ
・
レ
オ
ポ
ル
ト
の
作
品
に
興
味
を
も
っ
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
コ
ウ
ル
リ
ッ
ジ
の
書
簡
と
『
備
忘
録
』
に
は
、
フ
リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ
の
作
品
が
紹
介
さ
れ
て
い
た
り
記
録
さ
れ
て
い
た
り
し
て
お
り
、
そ
の
英
訳
も
記
さ
れ
て
い
る
。
コ
ウ
ル
リ
ッ
ジ
は
、
フ
リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ
の
詩
の
技
法
を
模
倣
し
た
り
分
析
し
た
り
し
て
、
そ
の
詩
作
方
法
を
研
究
し
て
い
た
。
現
在
残
っ
て
い
る
こ
れ
ら
の
記
録
か
ら
考
え
る
と
、
コ
ウ
ル
リ
ッ
ジ
が
こ
の
こ
ろ
、
フ
リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ
を
相
当
高
く
評
価
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
フ
リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ
・
レ
オ
ポ
ル
ト
・
シ
ュ
ト
ル
ペ
ル
ク
は
、
日
本
の
ド
イ
ツ
文
学
史
な
ど
に
は
あ
ま
り
書
か
れ
て
い
な
い
の
で
、
現
代
で
は
そ
れ
ほ
ど
高
く
評
価
さ
れ
な
い
詩
人
で
あ
る
が
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
マ
イ
ナ
ー
な
こ
の
詩
人
に
、
当
時
の
コ
ウ
ル
リ
ッ
ジ
は
学
ぶ
こ
と
が
多
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
コ
ウ
ル
リ
ッ
ジ
が
シ
ュ
ト
ル
ペ
ル
ク
に
ど
ん
な
関
心
を
も
ち
、
そ
の
詩
を
ど
の
よ
う
に
受
容
し
て
い
っ
た
の
か
を
、
調
べ
て
承
よ
う
と
思
う
。
二
、
ゲ
ッ
テ
ィ
ン
ゲ
ン
と
シ
ュ
ト
ル
ベ
ル
ク
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1７ 
クリストーフ・ハィンリッヒ・ミラーは、ハィンプソト唯独りの小説家であって、『ジ１クヴァルト』を著わし、
好評を博した。ルードィッヒ・ハィンリッヒ・クリストーフ・ヘループィは、優雅な詩を書く詩人で、自然に対する
豊かな感受性の持主であったが、惜しくも一一七歳で天逝してしまった。ヨハン・アントン・ライゼヴィッッは劇作
家として活躍した人である。
ゴットフリート・アゥグスト・ビュルガーは、ゲッティンゲソ大学で神学と法律を学んだ後、官吏となったが文
学を志向し、ゲッティンゲンで『年刊詩集』の編集に長年たずさわって、創造的な詩と伝統的な詩を調和させるべ
く努力した。その表われの一つが、傑作とされている『レノーレ』である。この詩はドイツにおける．ハラッドの地
位
を
非
常
に
高
め
た
も
の
と
し
て
評
価
が
高
い
。
こういう文人たちに交って、シュトルペルク兄弟も文学活動を行なっていた。兄のクリスティアンは単に詩だけ
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
提
の
九
巻
本
の
訳
が
あ
る
。
え、道徳的美徳を賛えていた。つまり、ゲッティンゲンという一都市を中心とする市民的な杼惰性が、この地のこ
うした文学運動の支えとなっていたのである。そうして、この地の文学愛好家たちは、この紳士的で格調の高さを
理念とする運動に加わった。この文学運動の集団は、ゲッティンゲン詩人同盟と呼ばれている。これは一七七二年
から一一年間ほど存続したもので、〈イン．フントとも呼ばれている。
このハィンブントに加わったのは、ポイエ、ヘルティ、シュトルベルク兄弟、フォス、ライゼヴィッッ、ミラー、
ピュルガー等、この地方の優れた文士たちであった。一七七○年から、ポイエやポッター等が中心となって、『ゲ
ム
ー
ゼ
シ
ア
ル
で
ナ
シ
ハ
ッティンゲン年刊詩集』という雑誌が刊行された。この雑誌は五年後に『ドイツ年刊詩集』と改題され、通算一二
○年ほど続いて世に出ている。これらの詩人のうち、ヨハン・ハィンリッヒ・ホスは、一七八○年に田園詩『八○
歳の誕生日』を、一七九五年に同じく田園詩『ルィーゼ』を著わした。これはゲーテの『ヘルマンとドローテア』
に大きな影響を与えたといわれている。彼は一七七二年にゲッティンゲン大学で神学と言語学を修め、打情詩に深
い関心をもって詩人として活躍したが、彼の名を有名にしたのは翻訳であり、とりわけホメロスの詩の翻訳はよく
知られている。このほか、ウェルギリゥスやホヲティゥス等のローマ詩人の翻訳もあり、さらに、シェイクスピア
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か
ら
、
晩
年
の
巻を著わした。
ゲッティンゲソ。ハィンプントの人左は、古典に深い教養をもっていた。この文学会が始まったころ、つまり一
七七○年代の初期には、古典世界に興味をもつ者は多かったとはいえないが、これから以後、急速に古典熱が高ま
っていく。すでにヴィンヶルマソの『古代美術史』やベルリン美術学校教授であったカール・フィリップ・モーリ
ッッ等のギリシア古典についての啓蒙が行なわれていた。彼等はゑなローマへ行って古典世界に触れたのであって、
フ
リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ
・
レ
オ
ポ
ル
ト
は
、
こ
の
地
方
で
は
詩
人
と
し
て
卓
越
し
た
作
品
を
書
い
て
い
た
。
そ
も
そ
も
ゲ
ッ
テ
ィ
ン
ゲ
ン。ハィンプントの文人たちは、シュトルム・ウント・ドラングの作家たちと比べて、演劇の面ではあまり優れた
ものを残さなかったが、杼情詩は優れたものを書いた。フリードリッヒはそのうちでもとくによく知られた詩人だ
った。ピュルガーの．ハラッドは、その当時の詩人たちに大きな感銘を与え、さらにその後に続く詩人たちにもたい
へん大きな影響を与えたが、フリードリヅヒの詩は、当時のこの地でよくもてはやされたものの、後世にはそれほ
ど
大
き
な
影
響
を
残
さ
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
シュトルベルク兄弟は、共にゲッティンゲソ大学で学び、ゲッティンゲソで当時発足したばかりのハイソプント
に加わった。二人とも一八一九年に他界したのであるが、死後の一八二○年から五年間ほどかけて『クリスティア
ンおよびフリードリッヒ・レオポルト。シュトルペルク伯爵兄弟全集』ｐ愚、国愚烏、（罫、冴曾苫撞貿甸討荷＆、笥琴
旧国ｓＣ亘①頂詩蔑賢のごｓｓ蛸の③旨ミミミ討弓写訂）二○巻が出版された。
弟のフリードリッヒ・レオポルトは、敬度なキリスト教徒であったようで、一八○○年にカトリックに改宗して
から、晩年の一八一六年から一八一八年にかけて、『キリスト教の歴史』（の図ｓ骨》詩へ鳶慰【愚ご苫討菖）全一五
行した。
でなく詩劇や演劇も書いた。この兄は一七四八年生まれであるから、コウルリッジがゲッティンゲンに行ったとき
は五○歳になっていた。弟のプリードリッヒ・レオポルトは兄と一一歳違いで、一七五○年生れの当時四八歳であっ
た。この兄弟はたいへん仲がよく、一緒に行動したり、一緒に雑誌に寄稿したりしていた。一七七五年に、クリス
ティァンは弟と一緒にフランクフルトにいたゲーテに会いに行き、それからゲーテと共にスイスへ兄弟で一緒に旅
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実際に地中海の地で古典の世界を見て古典的世界に憧れたのである。これらの人々が、ドイツにおける古典的世界
の受容者のいわば第一世代であった。古代、とくにギリシアに関する知識は、ギリシア旅行記やギリシアに関する
外国文献の翻訳などを通して、広くドイツに普及していた。そして、第二世代的研究が、ゲッティソゲン大学を中
心に行なわれていたのである。
ゲッティンゲン大学のハイネ教授は、この方面の研究家として知られており、コウルリッジはこの〈イネ教授と
知り合いになっていた。コウルリッジがゲッティンゲンにきて、最初に訪れた人は、この〈イネ教授であった。カ
ゥルリッジはこの大学に聴講生として入学する手続をして、図書館利用者としての登録をしたが、その際、ハイネ
教授の好意によって、この大学の教授並象に本を好きなだけ借りられることになった。
ハイネ教授のもとで、ギリシア研究が盛んに行なわれ、ローマやギリシアを実際に訪れなくとも、文献の上で古
代世界の研究ができるようにたり、古代世界を受容することとなったのである。こうした状況から、ギリシア古典
の翻訳も盛んに行なわれ、フォスにより『オデュセイァ』がドイツ語に訳され、クリスティアソ・シュトルベルク
によって、一七八七年にはソフォクレス劇が翻訳された。また、弟のフリードリッヒ・レオポルトも、この流れに
加わり、一七七八年にはすでに『イリアス』を翻訳していた。
ドイツではこうして古典への教養が深まっていって、コウルリッジの渡独のころには、古典的教養は知識人の必
須のものとなりつつあった。まして、文学の一方の流れの中心地であったゲッティソゲソでは、古典への憧景は相
当
広
範
な
人
々
に
抱
か
れ
て
い
た
。
ドイツへ渡る前に、コゥルリッジがシュトルベルク兄弟を知っていたかどうかは明らかではない。その名がコウ
ルリッジの書簡に現われるのは、ドイツ滞在時の一七九八年二月一一○日付のトーマス・プール宛の手紙である。
この手紙では、夕ロプシュトックがシュトルベルクと友人であって、夕ロプシュトックがシュトルペルクの努力に
よってデンマークのべルンシュトルフ家から年金をもらっていると書かれている。このベルソシュトルプは、ヂン
三
、
シ
ュ
ト
ル
ベ
ル
ク
へ
の
関
心
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マークの政治家であって、ハーノヴァー生れのドイツ系の人物であり、伯爵でもあった。彼は、一七八四年には政
府首相となった。彼は進歩的な人で、一七七八年には農民解放を断行したり、シユレスヴィッヒ・ホルシュタイン
で奴隷制を廃止し、奴隷を解放した。コウルリッジの手紙では、このベルソシュトルフは、シュトルペルク伯爵の
（１） 
姉を妻にしていたということである。
コウルリッジは、このベルンシュトルフ伯爵を称え、デンマークの偉大にして善良なる首相と評しており、彼の
名は北ヨーロッ・二帯で香わしい芳香のように漂っていると述べている。そして、現在、その息子が彼の役目を継
（２） 
いでいるが、その息子は才能よりも美徳の面で優れているようにコウルリッジには思われた。
コウルリッジがゲッティンゲンに来たときは、まだ二六歳の青年であったが、すでに彼はいわゆる三大詩をはじ
め、英詩のうちでも傑作と評されるほどの作品を書き上げていて、詩人としてはむしろ完成していたと考えられる。
したがって、ドイツ人の書いた詩にも鋭い批評の目をもっていたように思われる。そのことは、カソトを偉大な哲
学者であり、とう１は偉大な文学者だと考えて、クロプシュトックの誤った見方に批判の目を向けていたことから
屯わかる。
一七九九年二月一一一日、コウルリッジは友人ジョン・チェスターと共にゲッティソゲソに到着した。彼は最初イ
エーナに行きたかった。イエーナ大学には、憧れのシラーがいたからである。そもそも彼のドイツ渡航の動機はシ
ラーの文学に触れるためであった。しかし、ハンブルグからラッップルクヘと移動をしているうちに、当時のドイ
ツ国内の事情がいろいろとわかってきたようであり、一方の文学的中心であってしかもヨーロッ．〈で有数の大学の
あるゲヅティンゲンへ向かったのであった。さらに、ゲッティンゲソへ来た原因の一つに、経済的なものがある。
ゲ
ヅ
テ
ィ
ソ
ゲ
ソ
の
方
が
下
宿
代
も
安
く
幕
し
易
か
っ
た
の
で
あ
る
。
コウルリッジがゲッティンゲソに来たころには、ハイソブソトの文士たちも大分変わっていたと思われる。しか
しながら、ゲヅティソゲソ大学やそこのハイネ教授等を中心とする文学的伝統はまだ続いていて、コゥルリヅジは
この地で多数の知識人や文学者たちと交流をもつに至った。
シュトルベルク伯爵家は、ハルッ地方の領主の家柄であった。コウルリッジはゲッティソゲン滞在中に、ハルッ
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2１ 
地方の旅に加わった。この一行は、ゲッティソゲソ大学の医学や生理学の権威でヨーロッ．〈一帯でよく知られてい
た
ブ
ル
ー
メ
ン
パ
ッ
〈
教
授
を
中
心
と
す
る
若
者
た
ち
の
集
団
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
五
月
二
日
か
ら
八
日
間
の
旅
で
あ
っ
た
。
ハ
ル
ッ地方はハルッ山地が中心であって、ゲッティンゲンから出発した一行七名は、ハルッ山地でもっとも有名なプロ
ッヶン山を通り、山地の反対側のハンブルグからゴスラルに行き、また山地を越えてライン河のほとりの町ゲッテ
ィンゲンへと戻った。こうしてコウルリッジは、ハルソ地方の風景に接し、ドイツの山水にしばしば感慨にふけり、
故
郷
の
情
景
を
思
い
出
し
、
残
し
て
き
た
妻
子
に
想
い
を
馳
せ
た
の
で
あ
っ
た
。
シ
ュ
ト
ル
ベ
ル
ク
に
つ
い
て
、
コ
ゥ
ル
リ
ッ
ジ
は
い
ろ
い
ろ
と
聞
い
て
い
た
ら
し
い
。
一
七
九
九
年
五
月
一
九
日
付
の
ト
ー
マ
ス
・
プール宛の手紙で、彼は昨日一一一○マイルほど旅をして、夜九時ごろゲッティンゲンに着いたと述べていて、五月一
五
日
か
ら
の
旅
行
の
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
彼
は
旅
の
途
中
で
お
昼
時
に
ヴ
ェ
ル
ー
ー
ゲ
ル
ロ
ー
デ
に
着
い
た
と
こ
ろ
、
そ
こ
で
は
シ
ュ
ト
ル
ベ
ル
ク
伯
爵
兄
弟
の
従
弟
の
伯
爵
が
人
々
に
ご
馳
走
を
施
し
て
い
た
と
記
し
、
シ
ュ
ト
ル
ベ
ル
ク
家
の
一
族
は
ほ
と
ん
ど
染
た
集
ま
っ
て
い
た
と
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
シ
ュ
ト
ル
ベ
ル
ク
伯
爵
兄
弟
は
よ
き
詩
人
で
あ
り
、
よ
き
キ
リ
ス
ト
教
徒
で
あ
っ
て
、
た
い
へ
（３） 
ん心優しい領主であると述べている。そしてさらに、ドイツでは何と珍らしい仲の良い兄弟だろうと考鱈えた。
コ
ゥ
ル
リ
ッ
ジ
が
興
味
を
も
っ
た
の
は
、
兄
弟
の
う
ち
弟
の
フ
リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ
・
レ
オ
ポ
ル
ト
で
あ
っ
た
。
フ
リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ
は
ク
ロプシュトックを尊敬していたので、杼情的で情熱的な詩を書こうとした。こうした傾向が、コウルリヅジの関心
を
惹
き
つ
け
た
の
で
あ
ろ
う
。
さらに、コゥルリッジがすでに「イオリァの竪琴」で見せた汎神論的な思想と、急進的な教義とされていた二一
タリァソ的宗教的態度とを、心のうちで調和させることに悩んでいたが、当時のハインプントの人々も、汎神論的
に拡散していく自然観をもっていて、従来の信仰との調和に心を配っていたように思われる。ここに、コウルリッ
ジ
と
フ
リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ
と
の
共
通
す
る
苦
悩
が
あ
っ
た
。
近代の人間の解放は、自然に帰れと唱えたルソーに始まる。シュトルム・ウント・ドラングもその流れの一つの
表われである。啓蒙思想は、どちらかというと科学的な態度で自然を人間のものにしようと務めてきた。しかし、
人間も自然の一部であるから、人間は自然に含まれなければならず、そしてまた自然は、大きな力であらゆるもの
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ち
に
存
在
す
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
万
物
に
神
が
宿
る
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
た
神
の
遍
在
を
説
く
教
義
は
、
従
来
の
キ
リ
ス
ト
教
と
は
相
容
れ
な
い
。
主
観
的
で
杼
情
的
な
考
え
方
を
す
る
と
、
汎
神
論
思
想
の
一
角
に
触
れ
る
こ
と
に
な
る
。
ニーチェは自らディオーーソス的詩人であると考えたけれど、自然自体も決してアポロ的な一面的存在ではない。
自
然
に
は
ま
た
、
デ
ィ
オ
ー
ー
ソ
ス
的
な
一
面
が
あ
っ
て
、
絶
え
ず
何
か
を
作
り
出
し
、
絶
え
ず
何
か
を
破
壊
す
る
。
このように自然を主観的に捉えると、詩人の場合は自ら作り出していく自然のうちに神を見出そうとしていると
い
え
る
。
コ
ゥ
ル
リ
ッ
ジ
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
シ
ュ
ト
ル
ペ
ル
ク
も
そ
う
し
た
杼
惰
的
な
自
然
の
う
ち
に
自
己
の
存
在
を
見
出
し
、
従
来
の
キ
リ
ス
ト
教
の
神
の
理
念
と
の
調
和
を
計
ろ
う
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
コ
ゥ
ル
リ
ッ
ジ
は
詩
人
と
し
て
の
こ
う
し
た
精
神
的
な
悩
象
を
、
ゲ
ッ
テ
ィ
ソ
ゲ
ン
で
ハ
イ
ソ
プ
ン
ト
の
詩
人
フ
リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ
・
レ
オ
ポ
ル
ト
の
う
ち
に
見
出
し
た
よ
う
に
思
え
る
。
プ
リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ
・
レ
オ
ポ
ル
ト
の
詩
風
は
、
た
い
へ
ん
杼
情
的
で
感
情
豊
か
な
表
現
が
多
い
。
コ
ウ
ル
リ
ッ
ジ
は
、
彼
の
詩
に
自
己
の
場
合
と
同
一
の
感
情
の
高
揚
さ
れ
た
表
現
や
擬
人
化
さ
れ
た
自
然
の
さ
ま
ざ
ま
な
存
在
が
登
場
す
る
こ
と
に
、
共
感
を
覚
え
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
ド
イ
ツ
語
の
詩
の
韻
律
に
興
味
を
も
ち
、
そ
の
好
例
と
し
て
彼
の
詩
を
調
べ
た
の
で
あ
ろ
う
。
一
八
○
四
年
ご
ろの『備忘録』の記録には、シュトルベルク伯爵兄弟の『全集』から、弟フリードリッヒ・レオポ
ルトの「天才」（一己①Ｈの①Ｂｐｍ圏）という詩の第一速の四行が引用されている。
□の回のロョヨ：ゲの口句冨晒の］Ｈの】Ｎの芹」のＨシの号のＨ日ロ胃・
閂目｛の］、の』ロロの、庁のロ『菖働⑱菖菖図討〕言ご庁⑫】：旦曾少巳①肘、◎ず。ｐ
ぐ。］］⑪の旨①別口Ｈ斤国津・ず①耳旦のロョヰ】い
（４） 
国①廓⑪旨ゲロ目』⑰のロ廓⑩】◎戸口目」寓目再昌のｍｏｐｐの．
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2３ 
この詩をどうしてコウルリッジが引用したかは詳かではないが、この詩には何となく幻想的な響きがある。鷲が太
陽を飲雍込むわけはないのであるが、この鳥が巣の上で上下するごとに太陽が一瞬その翼の蔭になっている様子が、
すこぶる力強く優雅に描かれている。
これと同じ『備忘録』の一部に、また別の詩行が引用されている。これは「バラに寄せる詩」（量少口飼牙呂のロ韓
○の臼・胃の葛〉の詩行である。
（可愛いい、くうよ、忘れな草を分けて流れる
こ
の
泉
の
ス
イ
カ
ズ
ラ
の
葉
蔭
に
何
と
明
る
く
見
え
る
こ
と
か
ノ
ニ
ー
テ
ル
（
天
の
精
気
は
か
弱
い
羽
を
刺
激
し
な
い
。
岩
山
の
巣
で
は
鷲
が
自
己
の
う
ち
に
満ち溢れる力を感じて、翼を動かし、
舞い上り鋒り降りて、日輪を飲む。）
自国巨弁の山内α呂与のロ）い』のげごａのゲの邑
口』日のＨｏの厨、匡自（＆①いのＨＣｐの一｝
□貝Ｃずぐの碕諒印白の旨・ロ】、冒の口．〔【覺蛸時⑫量凰菖員、鳶同意苫〕霞⑦、⑫の耳一
幻日、、①ロ』のＨＨｍ自切ｏ匠斤ｑｏ風⑰囚目句、］］》
二百○の吋目詳旦のｍＤｏｐｐのＨ㎡、。ほぃ］』
ロロ」」の切目歩四一＄ご「】の』日歩色一一
□ずの吋同①］、のロ、】島のＨＥの、い（．
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2４ 
この詩では可愛らしいバラの花をうたいながら、そのバラを作者の立場で考えている。若きコゥルリッジは、ブリ
（
だ
が
そ
れ
は
私
に
は
優
し
く
思
わ
れ
る
。
こ
こ
に
は
愛
ら
し
い
バ
ラ
が
あ
っ
て
い
の
お
そ
れ
が
私
の
生
命
に
似
て
い
る
か
ら
だ
／
・
月
光
を
浴
び
て
滑
る
よ
う
に
揺
れ
て
い
る
し
と
や
か
で
清
ら
か
な
バ
ラ
を
見
て
い
る
と
・
く
う
よ
、
私
は
お
ま
え
の
こ
と
も
想
っ
て
喜
び
の
涙
を
流
し
て
し
ま
う
。
）
彼
方
に
は
滝
が
激
し
い
水
音
を
立
て
そ
こ
で
は
そ
れ
が
雷
鳴
の
よ
う
に
識
き
いくたび
峡
谷
に
幾
度
も
こ
だ
ま
し
て
岩
の
上
に
降
り
注
い
で
い
る
。
しずの吋⑩爵の円】⑪計①円目】Ｈ〉
ご【巴ロゲ①目］】のずい訂⑰宛。、◎ケの屡三のＨＱ
Ｄの皀己円由｝の】ｏケ⑦［ロ】の】口の日〔忌苫“ｓ②言〕Ｆ①ケのロ一
ｍの嵌凹旨鈩』ず回．⑫。、凹曰閂戸口口旦〔農菖＆〕端の｝曰
の］の茸のロ旨已の、旨。ｐ』の伽の○ケの甘》
宛。、○ずのロ。」四口目由の」の■定一○ず』囚Ｐ
（５） 
ロ旨」」の吋句Ｈの巨旦の曰冒叫口のロケのすのロ。
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2５ 
－ドリッヒレオボルトのもつ若干センチメンタルとも思われるほどの杼惰性にも、多少の共感をもったものと思
、
、
、
、
、
、
われる。この詩でフリードリッヒが私たちの生命（§い①円の曰旧のすの口）としているところを、わざわざ私の生命
（言①旨の日Ｐ８ｍｐ）と書き換えている。これはおそらく、コウ．ハーン女史が述べるように、コゥルリッジが一層の
（６） 
孤
独
感
を
強
調
し
た
か
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
一八○四年ごろといえば、コウルリッジの詩に精彩が欠ける時期である。彼はすでに一八○二年に「喪心の賦」
（富Ｃの］の○二．目シロ○」のご）を書いて、自ら詩魂の喪失を嘆いていた。その彼が、良い詩とはどんなものかを研究
するため、幾つかの詩を選んでその詩形や柵成を調べていたのであるが、そうした詩のうちにシュトルペルクの詩
があったということは、やはりこの詩人への関心が帰英後五年ほど経っても相当強いものであったことを物語って
いるように思われる。
コウルリッジは多分、ゲッティンゲンへ行ってからハインブソトの人々に一層の関心を抱いたことであろう。と
いうのは、ゲッティンゲンの地域色がたいへん他とは違っていて、この周辺の人均はゲッティンゲンを中心に大き
な文化的伝統をもっていたからである。ゲッティンゲンならではの地方色が充分に見られる数多くの文学作品に触
れたとき、コウルリッジはこの地の印象をたいへん強くもったに違いない。シュトルベルクへの関心も、そうした
ところから起こって、その地方色の中から杼情的自然を感じとったに速いない。
一八○一年一○月二一日、コウルリッジは二九歳の誕生日に、サゥジー宛に手紙を出しているが、その手紙の終
りに、サウジーの手紙が早く来ることを念じつつ、シュトルペルクの詩をコゥルリヅジ流のやり方で翻訳したサ
（７） 
フォー風の詩を付している。この詩は一八○一年一二月一日に『モーニング・ポスト』誌上に発表された。これは
（８） 
「弱き者の意志」（鴦弓可の言｝二ｍ。｛岳の三層》》）と題する詩であった。
伊ロロ昌一。ご言（ｏ７ｍＨの⑫一●ず。⑩蕨。｛伊碕胃幽目包冨◎感。ｐ一
四
、
コ
ウ
ル
リ
ヅ
ジ
の
翻
訳
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2６ 
恋と幻想を巧梁に表現した詩であるが、コゥルリッジはこうした幻想性と杼惰性を好んだのである。その要素が
シュトルペルクの詩に見られた。コゥルリッジは、自分が幻想的で想像の世界を舞台にする詩を好んで作っていた
のであるから、シュトルペルクのこうした詩風に興味を惹かれたのであろう。そこで帰英後もシュトルペルクへの
関心はさめず、折に触れ、彼の詩についてある程度の考察と吟味とを重ねていたものと思われる。
これより以前、一七九九年ごろの作品と思われるものに、「大滝について」（富○口色○呉国ｇご）と題する詩がある。
（狂気の鬼火よ／・光と動きの亡霊よ／・
私
は
恐
れ
ず
お
ま
え
の
気
ま
ぐ
れ
な
踊
り
を
見
る
。
近く遠く、おまえは旅人を誘き出す。
前へ前へと。
招
い
た
り
、
退
い
た
り
、
つ
い
に
旅
人
の
足
下
の
沼
池
が
う
な
り
出
す
ｌ
そ
し
て
鰭
驫
だ
ノ
ー
こ
の
女
の
手
管
だ
Ｉ
私
は
そ
れ
を
知
っ
て
い
る
．
それをおまえから、おまえの偽りのまなざしから知ったのだ／・
黒い瞳のレペッカよ／・）
可の、Ｈ］のの、閂、の⑩嗜。ロゴ①ロヨ①］ｏｐＮヨ四口芹ｏｐｇｍｐＱの⑰。
ｚ①胃目①．【胃。鴎日の》］。Ｆ岳貝忌日官昏の（目ぐの］』①Ｈ
○日ごｐＨ』餌目』◎目ご凹尉。．
ご「。。］曰、。Ｈの升吋の色感ロ、や毎」］岳ゲの⑩ニヨロ拭口でず⑦ロ・の⑭（ゲゲーロ】
ＯＢ自切－：』》涛烏円歸－－月臣、笥・目：㎡己昌の１円岸口◎肴】こ
いの閂貝】魚ＨＣＢ琴、Ｐ岸。Ｂ｝ご句の『臣－．房由一目８ｍ一
（９） 
国一色ロ岸‐の］。』罰のすの。●四一
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2７ 
この詩はギリシア様式を採り入れており、ストロペとアンティストロペという対をなす構成であって、ストロペ部
分が一七行、アンティストロペ部分が七行である。そして、副題として、「山の断崖の頂近くの洞窟から」（展印。Ｂ
口○回『①目口の日島①の巨日且斤ｏｍｐ富。自国旨甲の・ぜ。ｍ圏）と書かれている。
弓ケの○日」］の。｛岳の⑰百．ｐｍｏｐ２
Ｚ
の
ぐ
日
日
◎
目
こ
げ
Ｂ
ａ
日ザ①晒貝庁のＨ旨、。｛三ｍぐ。旨の⑫》
目けの』の①ｂ‐国巨Ｈ日日の」◎汀日日◎帛昏の⑫。■。｛号の８。丙・
曰ケ員】い｝厨己。」のぐのＨ日。Ｈの日言、、盲目すのＨ］の⑪⑪閉ｏＥｐ厨一口・
日ケのＨ①》ｍｍｏ一．色」胃芹匠①ご◎閑薗一・回⑩己国］’三．ぐ①曰く＆一
シ什昏の、冒冒の。由巨の８口⑩の］の⑰⑩肘①ロ９国ロ碩亟
閂庁のＨロヮｏｍｏｐ届（ずのｎｏｍの⑫◎飴」、ミロ⑪
閂斤のロ汁ｍｐｍ］の⑫（ずの⑩汀回崗合切◎帛庁ケのｐｏｏｐ》
少曰已冒８号のすの」ｏ玲津⑪切感］］ロの、切
目ゲの口］。。ｐ⑫言回①の冒戸、』◎肴口凹の旨⑫］Ｅロ』ず日・
目け胃岳①叩◎口。商号①ＢｐＦ島呉汁ほの目色Ｈｍ］旨、。帛可８ぐ①ｐ
ご白色］ず①ず。門口】口色ず。』］す弓筥一ｍず〔一
ら
⑫目罰○句田口
ｐｐｂのＨ厨三口、］◎貝ケー
日昏◎自］の凹勺の日洋。Ｂ【。Ｈ忌
日ケ①。①一一．｛二］匡旦」のロロ臼二ぐ】ｑ｝
目ケ①８－－．｛二］｜
Ｚのぐの吋目ｏ３］ぬ自司
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2８ 
（
ス
ロ
ト
ペ
不
死
身
の
若
者
よ
ノ
そ
の
隠
さ
れ
た
誕
生
の
小
部
屋
か
ら
お
ま
え
は
飛
び
出
し
て
く
る
。
人
間
に
は
見
え
な
い
だ
ろ
う
こ
の
強
者
の
揺
篭
が
。
人
間
に
は
聞
こ
え
な
い
だ
ろ
う
そ
の
声
の
大
き
な
響
き
が
。
岩
山
の
息
子
の
深
念
と
し
た
水
音
の
魅
力
は
、
眠
る
こ
と
な
き
そ
の
泉
で
絶
え
ず
さ
さ
や
か
れ
る
。
時
を
刻
点
に
新
た
に
な
る
そ
の
社
の
入
口
に
、
水
煙
の
織
り
な
す
ペ
ー
ル
の
如
き
白
雲
が
あ
る
。
そ
れ
は
夜
明
け
の
バ
ラ
を
包
孝
』
三
日
■
印
弓
用
◎
勺
四
回
調
ｉ
目岸の黄『】］』ぬ。閂甘口量『の・
田。◎岸⑰Ｅロ四目○ヶの毎．］」切
崖
・
…
庁
…
：
霞
…
…
亘
。
１
円ゲ。巨呉◎目８｛ロ］］‐ず。Ｈロ
ン自画ｇ』やロの鼻一目（注］］。］色目。＠
ごぐず｝吋一の、（》⑰配色【芹の尉可⑩ず、で］茸〔。⑫銃
（皿）
田罵の』■ごロ］ロの開国す｝の。
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2９ 
ところで、この「大滝について」という詩は、シュトルベルクの詩にその多くを依存している。Ｅ・Ｈ・コゥルリ
ッジ編になる詩集には、シュトルベルクの次のような二行の詩が載っている。
ア
ン
テ
ィ
ス
ト
ロ
ペ
野
育
ち
の
山
羊
は
畏
敬
の
念
を
こ
め
て
見
上
げ
て
は
目
を
見
張
る
鑛
霞
え
の
上
の
近
づ
き
難
い
断
崖
を
ｌ
お
ま
え
は
生
れ
る
と
す
ぐ
に
喜
び
に
狂
気
の
如
く
、
渦
巻
き
、
く
だ
け
、
分
裂
す
る
、
ち
ょ
う
ど
不
死
身
の
生
命
の
よ
う
に
ノ
）
真
昼
の
光
線
を
絡
ま
せ
る
。
そ
し
て
そ
の
静
か
な
川
床
へ
月
光
が
ま
ど
ろ
む
よ
う
に
沈
象
岩
山
の
息
子
天
の
寵
児
が
聖
な
る
薄
光
の
中
で
生
れ
る
だ
ろ
う
。
□貝のＨご旨匪閂］毎口、一百函一
Ｃ
巨
鼻
３
日
の
胃
扉
⑦
旦
日
少巨⑰」のＨ句の］いの口穴］ロ津・
【の胃の【①Ｈす］一⑥ラ①Ｈ圏可
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3０ 
シュトルペルクの詩で刺激されたコゥルリッジは、その詩を模倣しながらそれを自分のものに作り変えたのであ
る。したがって、コウルリッジのこの詩は、単に翻訳とは言い得ない。
（不死身の若者よ／・
お
ま
え
は
岩
の
裂
け
目
か
ら
勢
よ
く
飛
び
出
し
て
く
る
。
人
間
に
は
見
え
な
い
だ
ろ
う
こ
の
強
者
の
揺
鐙
が
。
耳
に
は
聞
こ
え
な
い
だ
ろ
う
激
し
く
湧
き
出
す
泉
の
大
地
の
さ
さ
や
き
が
。
太
陽
が
栄
光
の
光
で
太
陽
は
天
空
の
虹
の
彩
り
を
与
え
る
、
霧
散
す
る
水
流
の
漂
う
雲
に
。
）
太陽が
お
ま
え
を
□】①ご「】①ｍ①』①いの苗Ｈ片のロ．》
因⑰けａ風の岸①旨○ずＨ
Ｄ禺伊、｝］のロュの、固閂」のロ』日：吋巨』の］』ロ』のロ●ＣＥの］］．
ｏ】の庁］の区の什昌のの。□曰の
昼．、芹国嵌］のロ●」の、宛ロケ日のｍ－
の》の日画一の斤目岸句四吋すの】ロ」の、ぽ一日目］房。扉のｐ国。函のｐい
（ｕ） 
□）の、○す弓のず⑦回旦の旨ご「。］岸の曰包のＨ、（Ｈ畔■ずのロ。①ロ同］貝与．
包む。
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3１ 
コゥルリッジのこの「大滝について」の詩は、彼の晩年の一八一一一三年七月二六日付のＪ・Ｇ・ロックハート夫人
（⑫） 
に宛てた手紙の中でその韻律を記す形で醤かれている。このと雪）コウルリッジは六一歳であったので、彼はほぼ終
生、シュトルペルクの詩に興味をもっていたものと考えられる。
同じく一七九九年ごろの作と思われる「テルの誕生場所」（負目の一一》⑪囚尉穿‐国目のご）には、「シュトルベルクの模
倣」（《自己国芹の堅陣◎日の８』すのＨｍｇ）というはっきりした副題がついている。
この詩の原典も四行を一連とするものである。そこでこの二つを比較するために、原詩を示しておくく
（
こ
の
聖
な
る
礼
拝
堂
を
よ
く
見
給
え
／
・
こ
こ
は
ウ
ィ
リ
ァ
ム
・
テ
ル
の
誕
生
し
た
場
所
だ
。
こ
こ
に
は
神
の
厳
そ
か
た
祭
壇
が
立
ち
彼
の
両
親
の
結
婚
生
活
が
あ
っ
た
。
の⑦汀臼①、①けの罠、の【四面の］一一
国一円ゴロ己、のす。Ｈのｐごく一房の一日目の」一・
国】のＨョ。』自鈩］｛日○．芹の⑫⑫（①胃
閂
シ｛色ｎ斤【ず厨彦◎一望◎ず色己の一三の一一一
月庫の宮Ｈ岳‐ご｜：、佇匡印》。【三苣旨目】弓の一一・
西のＨの．ヨゴのＨのの国ｐｑｍの。」㎡画｝厨Ｈ」Ｈの色＆
（畑）
の芹。。」ケ厨ご色『①己【⑰》間口四吋己四ｍの‐ずの二・
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3２ 
この詩は、全部で七連機成である。翻訳も七連となっており、そこには原詩の形を出来るだけ正確に留めたいと
い
う
コ
ゥ
ル
リ
ッ
ジ
の
努
力
の
跡
が
見
ら
れ
る
。
翻
訳
に
際
し
、
詩
形
が
大
き
く
変
わ
る
こ
と
が
よ
く
あ
る
け
れ
ど
、
コ
ウ
ル
リ
ッ
ジ
はその変化を最少限度にとどめようとした。言語が違うのだから、韻が変わるは仕方がないと思うが、コウルリッ
ジは二行韻という条件は崩さなかった。以下、彼の訳詩と原詩を比較する意味で、両者を交替に示しておこう。
この二つの詩を較べてゑると、コウルリッジは実に巧みに翻訳していることがわかる。韻は二行づつ踏んでいて、
最初の一一行は両者とも〔の］〕で終っている。次の一一行では、コウルリッジが〔且〕としているところが、原詩では
〔の□となっている。固有名詩のウィルヘルムが英国式のウィリァムになっているほか、両者の意味上の違いはほ
〔鼻〕とな（
と
ん
ど
な
い
。
（ここではじめて、乳飲児は母の胸に抱かれ
愛
す
る
母
は
そ
の
子
を
待
ち
焦
が
れ
、
く
ち
づ
け
そ
の
赤
子
に
接
吻
を
し
て
誕
生
の
日
を
祝
い
そ
し
て
母
類
た
ち
が
い
つ
も
祈
る
よ
う
に
祈
っ
た
。
）
自
国のＨｐ胃閂》四口目蕨ロ芹８ずのＨずＨ①色⑪｛》
四一日廓⑪］。ご甘閃目◎岳２頁の⑫目
レロロぽぃ、①』岳のす、ず①．、目旦匡①、叩①已昏①」ロ］・
少曰』官凹］①ユロの日◎岳の厨巨⑫の８℃目目．
（Ｍ） 
、計画ロロｍの】ロの吋団岸の肘■固げのずの耳一
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3３ 
（「ああ神よノこの子に健康を与え絵え、しらべ
》」の子を穏やかに生きるあなたの下僕とし給え／・」
だ
が
神
は
軍
事
力
で
為
し
得
る
以
上
の
こ
と
を
、
彼
に
為
す
べ
く
定
め
ら
れ
て
い
た
。
（
愛
す
る
母
は
心
か
ら
母
性
の
歓
喜
で
喜
ん
だ
。
母
親
は
自
分
の
苦
痛
を
忘
れ
そ
の
幼
な
児
を
胸
に
抱
い
た
。
）
の】の空の胃の。◎耳即のＨ、囚旦の目尻回の。旨》
昌
富ぐ◎巨。冨呉の巨日ケの■］牙》○○．」一四口」ぬ茸の
目ケの。冨匡岳嗜⑪のＨぐ色貝⑪一三８－－ぐの一．
団員○．』ず四』」①⑫（旨の』８」◎日。『の
Ｏ
 
ＢずＨｏＥ由ケ三日・号四口牙Ｈ◎巨砲ゴロロ胃目の」己◎尋日．
】｛】【』【巨戸［の肘｛Ｈ①巨旦の口壹｛Ｈ①ロ（の＆Ｃケ
ロ】の」一のす①シ［員【のＨ冒巳、］旨与．
□』の、のＱｍｏ参日の己ｎヶ庁四目】ずＨのロのロラ日①目
ごロ二宮の一［』四ｍ戸口鰹ケーの旨四目】す函の目。
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3４ 
（
神
は
そ
の
子
に
法
の
尊
さ
を
教
え
絵
い
、
し
か
も
自
由
の
主
張
で
血
潮
を
た
ぎ
ら
せ
総
う
だ
Ｉ
岩にも似た不屈の精神よノ・
鷹
の
よ
う
な
目
と
火
の
よ
う
な
瞳
よ
／
・
）
（母は神に祈った、この子をあなたの下僕にし給えノ．
強
く
て
勇
気
の
あ
る
心
の
正
し
い
人
に
し
給
え
ノ
だ
が
神
は
こ
う
考
え
給
う
た
。
私
は
こ
の
子
に
すべての軍隊が為し得る以上のことをやらせよう。）
向閂困四ず」①目尻目四ケのロゴ四目回のい因一員》
ロ①、宛◎閉の⑰【国庫・巳①印し」一①Ｈ⑰旨貝与
自
の。』ぬ回ぐの三日Ｈのぐの円のロ８．｛一四三ｍ》
国
…
二
…
堅
・
・
」
冒
司
…
・
迂
：
…
’
し⑰已凰〔ｓ言いＨｏｏ庁⑫口寓Ｐ
目ず①①］の。｛号のケロヨ岸・ロロ。［ずのｍ月忌の吋の冒一
、の】⑫（口甸庁巨目」ロ】こ【ず甸的ロロ』ぬの円の。夛庁０
○．ヰロヮのＨ』四◎ず貝①、】◎彦島巨・ロ】の与甸
Ｏ冒呂忌口、］い」日○ケの目的田口田の⑫函①閂。
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3５ 
（
創
造
主
と
聖
欝
と
に
神
は
こ
の
子
の
承
は
任
せ
給
う
た
激
流
が
砕
け
陰
る
と
こ
ろ
で
し
ば
し
ば
彼の魂は翼を見出し空高く飛んだ／・）
（神はその子に与え給うた、暖い血潮と
駿
馬
の
如
き
力
と
鷲
の
如
き
勇
気
と
岩
の
よ
う
な
反
骨
の
自
由
の
意
識
と
腿の如き目と火の如き瞳とをノ）
□の曰三○目の⑫①旨・巨口』回①Ｈｚ禺冒
ぐ⑱耳目目の○．耳」四ｍ尻目叫匡の旨ＨＥ且
ご「ｏｍ－Ｄ琴旦の門司①一切のロ⑫可◎日の門、の臣②鼻
ご
Ｂｏｚ日日①色ロユ８国。］］ニョユ（
し］◎曰の旦匡○．凸岳のず。］８日目』荷
夛「ぽ⑮Ｈ①空色⑫》の旦國ロユ円ｏｍＨの旦昌の８月の巳｛】◎岸
国諒⑪。巨一｛ｏ巨邑旦葛甘頤の．②ロ』８国『の』四一．｛色
閂目句の］いのロロ色。【①ロ帛円の】のロの一目Ｐ
Ｏの⑫句四一岸の□し巨砲・ロロ』句の皀閂号冒一
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3６ 
（
自
ら
の
言
葉
と
自
然
の
言
葉
に
神
は
こ
の
子
の
象
は
任
せ
給
う
た
。
岩
間
の
流
れ
が
注
ぎ
出
る
と
こ
ろ
で
早
く
も
英
雄
の
魂
が
立
ち
上
が
っ
た
。
）
（引張るオールとカモシカ狩りが
彼
の
体
を
頑
強
に
し
優
雅
に
し
た
。
波
の
上
風
に
揺
れ
て
そ
の
子
は
飛
び
回
り
自分が偉大であることに気づかなかった／・）
向忌ロヶ、｝：庁■ず：印国の一旦のロの①厨（．
ヨ
ヨゲの⑫月日目ｐｍｏｍＨ②ロ」ｏずぃ目◎厨○ず四⑫の
出色』開日日の」匡切］一目す⑫８⑰耳の曰、昏四ｐｇｍＨ：の囚
○口雪囚ぐの四目ロ富一口』島のす。］急。巨匡８協亨
言働の鴨の：口。尉百のゴラ・ョ囚の呉汀の：咳一
Ｃ禺困巨已の吋巨】己臼の○の日、のロ］四ｍ」
出呉汁》ｍの旨のの］」のＰ９ｍ８Ｈ澪、の日：胃印
向汁⑫ロケの目蔚洋毎ザ日罵」円の禺四澪Ｈ
ロロ」ゴロ切目の已○耳言』①円。⑰⑰閂言肖・
●
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3７ 
（
彼
は
神
に
よ
っ
て
強
固
に
作
ら
れ
た
自
分
の
手
が
母
国
を
奴
隷
状
態
の
屈
辱
か
ら
（
彼
は
神
に
よ
っ
て
強
固
に
作
ら
れ
た
自
分
の
手
が
母
国
を
奴
隷
状
態
の
屈
辱
か
ら
救
い
出
せ
る
こ
と
に
気
づ
か
な
か
っ
た
ｌ（脳）
その奴隷状態を彼が打ち砕いたのだノ）
（
オ
ー
ル
と
カ
モ
シ
カ
狩
り
が
彼
の
体
を
強
く
し
て
い
た
。
彼
は
早
く
か
ら
危
険
と
戯
れ
て
い
た
が
、
自
分
が
偉
大
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
か
な
か
っ
た
。
）
向門ゴロ、目の昌○冨旦儲⑫ｍの旨の国四曰」》
□自○庫の。算砠の、威鳥〔）、の曰くの風のユロロ」
向吋Ｈ①尊の口三二吋』①ぐ。】】ｑ①Ｈのロラ目色◎ず
□閂尻目のｏ宮⑪嵌呉（．」日の目】。：の円冒月鈩．
国の尻目の詞『ロ。｛島胃匡印９．ｍのロゲ囚ｐｇ
冨四」の、芹○口いず］の。」》宮⑫ロ呉弓の］、ロ。
ご「○口］」Ｈの⑫。■①開ＨｏＨｐ（けの⑫ゲロロ】の帛巨］］◎岸の
（咀）
○
筋
一
…
欝
１
号
…
冒
冒
…
・
岸
・
一
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3８ 
以上のように、コゥルリッジの英訳とシュトルベルクのドイツ語の原詩とを比較して染ると、第一連の場合と同
様に、コゥルリッジが極めて原詩に近い表現をしようと努めていることがわかる。そして原詩のもつ弱強格の格調
を英訳においても維持しているし、一一行韻は七連すべてに適応されていて、コウルリッジの気遣いの程がわかる。
シュトルベルクがこの詩で表現しようと考えたことを、コウルリッジは多少の字句の違いはあっても、充分仁表現
している。その点で、見事な訳詩であるといえよう。
この詩の原題は、「カントン州ウーリにおけるウィルヘルム・テルの生誕地にあって」（員国国司］岸の］日弓の一一ｍ
○のす冒扇⑫威耳の目尻：３口ご風》》）というものであったが、コウルリッジは前述のように、それを簡単にして「テ
ルの生誕の地」としたのである。
コゥルリッジは「テルの生誕の地」を書いたころ、「大地の讃歌」（貴国］日ロ８号の向胃昌豊）をも書いている。
これはシュトルベルクの同名の詩「大地の讃歌」（《出］日ロの：＆の同ａの恩）の翻訳とされている。しかしながら、
コゥルリッジの訳詩は、原詩と比較して淡の二点で違っている。その第一は詩行の数である。原詩は二五行である
が、訳詩は三一一一行である。第二には詩句の内容が、コウルリッジの訳の方が一層優雅に響くことである。詩の形式
は、非常によく似ている。強弱および強弱弱の格律を基本としていて、韻は踏んでいない。つまり無韻詩である。
六歩格すなわちヘキサミータの格調は、両者とも共通している。
そこで次に、原詩と訳詩とをそれそれ数行引用して比較検討してみよう。
救
い
出
せ
る
こ
と
に
気
づ
か
な
か
っ
た
。
その奴隷状態を、その重圧を、彼が打ち砕いたのだ。）
回ａの・１口ごロヰ①ＨＮ蝕匡］。”閂属目１日》巨巨耳のＨ巨回口鈩日日の酎一
の巴ロ】】吋瞬の、Ｈ辱い⑩汁一ｍの》Ｈ已吋、の⑰の碩曰の庁冒】同円の】のＨｍの⑫“旨いの一
ｍ一のす。シ自巨＃ｑ》臣のＨ］》の頭．旨匪、目皀の】ロの回切○ずこの］］①ロ』①ロ団吋酢鷲のロ一
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９
 
３コウルリッジの訳詩は、この引用部分四行において、後半一二行は創作であるといえる。彼は原詩を忠実に訳出しょ
コウルリッジは、この詩の最初の部分を、こう訳している。
（大地よ／・無数の子たちの母、乳母にして母なる大地よノ
や
あ
、
女
神
よ
ノ
大
い
な
る
喜
び
／
幸
い
あ
れ
ノ
あ
な
た
を
讃
歌
で
称
え
よ
う
ノ
．
優しい青ょ響け、私の竪琴から／・私の声をあなたの波の上に漂わせようｌ
ああ、おまえは空高く飛べ、私の魂よノ・おまえの翼で私の歌を運んでいけ／・）
（
大
地
よ
無
数
の
子
た
ち
の
母
よ
、
母
に
し
て
乳
母
な
る
大
地
よ
ノ
やあ／・私は讃歌をうたって迎えようノ・
見給え／・ああ母よ、私はあなたの豊かな胸に横たわるノ
横
た
わ
れ
、
あ
あ
緑
な
す
巻
毛
の
大
地
よ
／
あ
な
た
の
鋪
る
髪
は
く
ち
づ
げ
優
し
く
ざ
わ
つ
き
、
雪
を
解
か
す
大
気
に
よ
っ
て
優
し
く
接
吻
さ
れ
る
ノ
。
両、旦夛一（ずｏＥＨ目。（ずのＨｏ帛邑巨口時すの肘］①、の◎ず》］』Ｈのロ》（ずの目色目の四己二一可の日。合彦のｗや
困凰」一○○．」口ののｍ・島Ｈ旨のゲ＆」一国］⑦、（ずの農。Ｐ一色■』》この、切目、》閂彦冒ロロ島①①一
可
・
鳳
塚
…
…
噸
・
目
．
噸
一
…
且
言
：
；
…
局
…
鯵
一
一
宙
・
…
…
屋
…
顕
・
“
ｌ
（旧）
の。②吋佇彦○巨働」○岸．○目］⑫◎口一一ｍ目』ずの四ＨＥで日］ｍｏｐｍｏ目忌】ご冒一。■の．
口の、】》○○昌曰、の］。◎鷺の》ぐＱｐｇの旨の目二園］］の口已の日田ロロロ岳：Ｈ（Ⅳ） 
の、冒津ロロ】⑫畔巨、の】（巨旨」⑰餌口津、の庁毎晩⑪芹ごｏ口芹守口臣のロ」①口円陣岸の曰」
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４０ 
コゥルリッジが初めてシュトルペルクの詩に触れたとき、彼が最初に手掛けた受容の態度は、まずこれを翻訳す
ることであった。それは形の違う言語間の言語の移しかえという、かなり難しい操作を伴う仕事であった。しかし
彼はなるべく正確な言語的意味となるよう、翻訳することを考えた。その一例がシュトルベルクの「カントン・ウ
ー
リ
に
お
け
る
ウ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
テ
ル
の
生
誕
地
に
あ
っ
て
」
で
あ
る
。
うとはしていない。原詩の意味を帯しながらも、彼独特の優雅で幻想性に富んだ詩句の表現に変えている。ここに
コ
ゥ
ル
リ
ッ
ジ
の
独
自
の
詩
風
が
見
ら
れ
、
こ
の
詩
に
単
な
る
訳
詩
と
い
う
よ
り
は
改
造
詩
に
近
い
感
じ
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
この訳詩がはじめて世に出たのは、コウルリッジ没年の一八三四年であった。しかし書かれたのは、ドイツ留学
中
か
帰
国
直
後
で
あ
る
。
後
に
、
彼
は
シ
ラ
ー
の
『
ヴ
ァ
レ
ソ
シ
ュ
タ
イ
ン
』
の
翻
訳
に
従
事
し
た
が
、
そ
の
こ
ろ
ま
た
、
シ
ュ
ト
ル
ベ
ル
ク
へ
の
関
心
も
相
当
高
い
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
コゥルリッジが訳詩につけた副題にば、「シニトルベルクの「大地の讃歌」の模倣’六歩格ｌ」（壜白目…」
序
・
；
・
一
…
．
…
震
…
・
局
…
ｌ
餌
の
…
…
ｌ
鼠
）
と
な
っ
て
い
て
、
コ
ゥ
ル
リ
ッ
ジ
は
明
ら
か
に
翻
訳
（
…
’
一営目）とせずに模倣（目】国は。ｐ）と書いている。このことからも彼がこの詩の一一一一口語的移し替えの詮を意図したも
の
で
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
む
し
ろ
、
副
題
の
一
部
に
示
さ
れ
た
へ
キ
サ
ミ
ー
タ
の
実
験
的
試
み
を
主
と
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
コウルリッジはこれまで六歩格のような長い格律をもつ詩をそれほど作っていないので、そのためのモデルとして
シ
ュ
ト
ル
ベ
ル
ク
の
こ
の
詩
を
選
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。
さらに一八一七年の作と思われる「ヌピパスにおける空想」（員同目、曽冒ｚｐ匡冒⑪ご）というソネットでは、最
（卿）
後の五行がシュトルベルクの「海に寄せる詩」（《《シロュ：］言ののＨご）の模倣ではないかと一一一一口われている。
このように、コゥルリッジはシュトルベルクの詩を参考にして、あるいはむしろ借用するような形で、有効に利
用しているところもある。これは瓢窃というよりは翻訳乃至は翻案であるといえる。コウルリッジはシュトルベル
ク
の
詩
を
自
己
の
内
に
発
展
的
に
受
容
し
た
の
で
あ
る
。
五
、
シ
ュ
ト
ル
ベ
ル
ク
受
容
の
段
階
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シュトルベルクの詩を翻訳しているうちに、コウルリッジは逐語訳あるいは言語的正確さのみを考えた訳詩より
は、意味上でさらに発展的な改善をもたらすような、翻訳というよりはむしろ原著者との合作のような詩行をもつ
ものを好むようになった。こうして、シュトルベルクの詩行を参考にして、翻訳というよりは改作とも言うべき形
の詩を書いたのである。その一例が、「大地の讃歌」である。さらに、シュトルペルクの「海に寄せる詩」が、コ
ウルリヅジの「ヌピハスにおける空想」というソネットの最後の五行に利用されていると言われるのも、その一例
であろう。こうして、シュトルベルク的要素とコウルリヅジ的要素が巧梁に入り組んだ詩ができ上った。
コウルリッジはさらに、シュトルベルクの詩がもつドイツ語の韻律の美しさに関心をもち、これをいろいろ分析
して日分の詩作に役立てようとした。一八○四年ごろの『備忘録』に見られる「天才」や「傘くうに寄せる詩」がそ
の例である。コウルリッジはとくに、六歩格のような長い格調に関心をもったが、これはシュトルペルクの詩にお
い
て
も
見
ら
れ
る
の
で
、
こ
れ
を
良
き
見
本
と
し
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
このように、コウルリヅジがシュトルベルクの詩に触れてから、まずこれを鑑賞し、これを写しとり、そして字
義通りの翻訳を試み、さらに発展的にこれを改作したと考えて、まず差支えあるまい。
コウルリッジは、単にドイツ滞在中の一時期にシュトルベルクの詩に興味をもったのではなく、帰国後も彼の詩
に注目していたことは明らかである。一八○八年’一八○九年ごろの『備忘録』にもシュトルベルクの詩ズル
ッ」（震Ｄｏｎ四回目醤）という詩の一部を引用して韻律研究の資料としているところからも、コゥルリッジの心には、
あのドイツ滞在中のハルッ地方の旅の思い出が、ずっと残っていて、それがシュトルベルクの詩と共に忘れられな
い
も
の
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
このようにして、コウルリッジはシュトルベルクの詩を受容し、検討し、吟味し、それを消化して、自己の詩的
栄養として一層の詩作を推進しようとしたのであろう。
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